
◯
　
◻︎
◻︎
駅
・
前
（
夕
方
）


　
　
人
通
り
の
多
い
駅
。
帰
宅
ラ
ッ
シ
ュ
で
疲
れ
た


　
　
様
子
の
人
々
、
行
き
交
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で


　
　
渋
野
洋
子
（
６
５
）
、
立
ち
止
ま
っ
て
行
き
交


　
　
う
人
々
に
高
い
テ
ン
シ
ョ
ン
で
話
し
か
け
続
け


　
　
て
い
る
。


洋
子
「
（
ス
ー
ツ
姿
の
女
性
に
）
お
疲
れ
さ
ん
！
　


　
　
あ
ん
た
の
ス
ー
ツ
決
ま
っ
て
る
よ
。
（
私
服
の


　
　
男
性
に
）
か
っ
こ
い
い
ね
ぇ
。
最
高
に
イ
カ
し


　
　
て
る
よ
。
（
男
子
中
学
生
に
）
頑
張
っ
て
る
ね
。


　
　
あ
ん
た
は
い
い
大
人
に
な
る
よ
」


　
　
洋
子
、
行
き
交
う
人
々
を
褒
め
続
け
て
い
る
。


　
　
言
葉
を
か
け
ら
れ
た
人
々
、
少
し
嫌
な
目
で
洋


　
　
子
を
見
て
、
無
視
し
て
い
る
。
駅
前
で
立
っ
て


　
　
い
る
男
性
、
電
話
し
な
が
ら
、


男
性
「
（
洋
子
を
見
て
）
ま
た
い
る
よ
、
あ
の
お
ば


　
　
さ
ん
」


女
性
の
声
「
（
電
話
の
相
手
）
ま
た
っ
て
、
ず
っ
と


　
　
い
る
じ
ゃ
な
い
」


男
性
「
話
し
か
け
て
み
よ
う
か
な
？
」


女
性
の
声
「
や
め
と
き
な
よ
。
近
づ
か
な
い
ほ
う
が


　
　
い
い
っ
て
」


男
性
「
冗
談
だ
よ
」


　
　
男
性
、
笑
っ
て
い
る
。
洋
子
、
行
き
交
う
人
に


　
　
話
し
か
け
続
け
て
い
る
。


　
　
×
　
　
×
　
　
× 

　
　
あ
た
り
は
暗
く
な
り
、
人
通
り
も
い
な
少
な
く


　
　
な
っ
て
来
る
。
洋
子
、
歩
き
去
っ
て
い
く
ス
ー


　
　
ツ
姿
の
男
性
に
背
後
か
ら
、


洋
子
「
（
大
き
な
声
で
）
明
日
も
頑
張
り
な
よ
！
」


　
　
男
性
、
無
視
し
て
歩
い
て
行
く
。
洋
子
、
周
り


　
　
に
人
が
い
な
く
な
っ
た
を
の
確
認
し
、
男
性
と


　
　
は
別
方
向
に
歩
い
て
行
く
。


○
　
△
△
学
校
・
前
道
路
（
朝
）


　
　
高
校
生
た
ち
、
学
校
に
向
か
っ
て
歩
い
て
い
る
。


　
　
洋
子
、
学
校
に
向
か
っ
て
い
る
高
校
生
た
ち
に


　
　
声
を
か
け
て
い
る
。


 / 1 4



洋
子
「
（
一
人
で
歩
く
男
子
高
校
生
に
）
お
は
よ
う
。


　
　
今
日
も
頑
張
り
な
よ
。
（
女
子
高
生
達
に
）
お


　
　
は
よ
う
。
い
つ
も
偉
い
ね
。
今
日
も
頑
張
り
な
」


　
　
女
子
高
生
た
ち
、
愛
想
笑
い
し
て
通
り
過
ぎ
て


　
　
い
く
。
数
人
の
男
子
高
校
生
、
や
っ
て
来
る
。


洋
子
「
お
は
よ
う
。
楽
し
ん
で
る
か
い
？
　
今
日
も


　
　
全
力
で
頑
張
り
な
よ
！
」


　
　
男
子
高
校
生
の
一
人
の
清
水
大
和
（
１
７
）
、


　
　
お
ば
さ
ん
の
方
を
見
て
、


大
和
「
お
ば
さ
ん
も
頑
張
れ
よ
！
」


洋
子
「
何
言
っ
て
ん
の
。
頑
張
る
の
は
あ
ん
た
だ
よ
」


　
　
男
子
高
校
生
た
ち
、
笑
い
な
が
ら
通
り
過
ぎ
て


　
　
い
く
。


　
　
×
　
　
×
　
　
×


　
　
高
校
の
チ
ャ
イ
ム
が
聞
こ
え
る
。
洋
子
、
周
り


　
　
に
高
校
生
が
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
歩
い
て


　
　
行
く
。


○
　
同
・
２
年
５
組
の
教
室


　
　
豊
橋
亮
太
（
２
８
）
、
生
徒
た
ち
に
紙
を
配
っ


　
　
て
い
る
。
前
の
黒
板
に
は
『
身
近
な
人
の
進
路
』


　
　
と
書
か
れ
て
い
る
。
大
和
、
後
ろ
の
方
の
席
に


　
　
座
っ
て
お
り
、
前
か
ら
配
ら
れ
て
来
た
紙
を
受


　
　
け
と
る
。
紙
に
は
『
身
近
な
人
の
進
路
を
調
べ


　
　
よ
う
』
と
書
か
れ
て
お
り
、
い
く
つ
か
の
質
問


　
　
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
。


亮
太
「
期
限
は
来
週
の
こ
の
時
間
ま
で
。
親
御
さ
ん


　
　
で
も
親
戚
で
も
、
身
近
な
人
な
ら
誰
で
も
い
い
。


　
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
、
来
週
提
出
し
て
く
れ
」


　
　
大
和
、
手
を
挙
げ
る
。


亮
太
「
な
ん
だ
？
　
大
和
。
質
問
か
？
」


大
和
「
誰
で
も
い
い
っ
て
事
は
、
朝
い
つ
も
学
校
の


　
　
近
く
に
い
る
あ
の
お
ば
さ
ん
で
も
い
い
の
？
」


　
　
ク
ラ
ス
の
生
徒
た
ち
、
笑
う
。
亮
太
、
少
し
怒


　
　
っ
た
表
情
を
す
る
。


大
和
「
だ
っ
て
身
近
な
人
だ
ろ
？
　
毎
朝
会
う
し
、


　
　
身
近
な
人
じ
ゃ
ん
」


亮
太
「
い
い
ぞ
。
そ
の
代
わ
り
、
絶
対
に
あ
の
人
に
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イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ろ
よ
」


大
和
「
は
？
　
そ
ん
な
の
」


亮
太
「
大
和
は
あ
の
お
ば
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す


　
　
る
そ
う
だ
。
は
い
、
み
ん
な
拍
手
」


　
　
生
徒
た
ち
、
笑
い
な
が
ら
拍
手
す
る
。
大
和
、


　
　
一
瞬
困
っ
た
顔
を
見
せ
る
が
、
開
き
直
っ
て
、


大
和
「
い
い
よ
。
や
っ
て
や
る
よ
」


○
　
同
・
前
道
路
（
朝
）


　
　
生
徒
が
少
な
い
な
か
、
大
和
、
や
っ
て
来
る
。


　
　
し
か
し
、
洋
子
、
い
な
い
。
大
和
、
洋
子
が
い


　
　
た
位
置
に
立
っ
て
い
る
。


　
　
×
　
　
×
　
　
×


　
　
学
校
の
時
計
の
時
間
は
８
時
半
に
近
づ
く
。
大


　
　
和
、
周
り
を
見
る
が
洋
子
は
い
な
い
。
大
和
、


　
　
学
校
に
入
っ
て
行
く
。


○
　
同
・
２
年
５
組
の
教
室


　
　
大
和
、
チ
ャ
イ
ム
ギ
リ
ギ
リ
で
入
っ
て
来
る
。


　
　
亮
太
、
大
和
を
見
て
、


亮
太
「
ど
う
し
た
大
和
。
寝
坊
し
た
か
？
」


大
和
「
違
げ
ぇ
よ
。
あ
の
お
ば
さ
ん
が
来
ね
ぇ
か
ら
」


亮
太
「
本
気
で
あ
の
お
ば
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す


　
　
る
の
か
？
」


大
和
「
や
る
よ
。
絶
対
に
や
る
」


　
　
大
和
、
自
分
の
席
に
着
く
。


○
　
同
・
前
道
路
（
朝
）


　
　
ほ
と
ん
ど
誰
も
い
な
い
。
大
和
、
歩
い
て
く
る


　
　
と
、
洋
子
が
立
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
。
大
和
、


　
　
少
し
小
走
り
で
洋
子
に
近
づ
い
て
行
く
。
洋
子
、


　
　
大
和
に
気
づ
い
て
、


洋
子
「
お
は
よ
う
。
今
日
は
早
い
ね
」


大
和
「
お
は
よ
う
じ
ゃ
ね
ぇ
よ
。
何
で
昨
日
来
な
か


　
　
っ
た
ん
だ
よ
」


洋
子
「
昨
日
？
　
あ
ぁ
、
昨
日
は
用
事
が
あ
っ
た
の
」


大
和
「
用
事
？
　
ま
ぁ
い
い
や
」


　
　
大
和
、
鞄
か
ら
紙
と
シ
ャ
ー
ペ
ン
を
出
し
、


大
和
「
今
か
ら
質
問
す
る
か
ら
、
答
え
て
」
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洋
子
「
質
問
？
」


大
和
「
学
校
の
課
題
な
ん
だ
。
い
い
で
し
ょ
？
」


洋
子
「
ま
ぁ
、
い
い
け
ど
」


　
　
大
和
、
紙
を
見
な
が
ら
、


大
和
「
名
前
と
年
齢
は
？
」


洋
子
「
渋
野
洋
子
、
６
５
歳
」


　
　
大
和
、
紙
に
名
前
と
年
齢
を
書
く
。
大
和
、
顔


　
　
を
あ
げ
て
、


大
和
「
お
ば
さ
ん
、
そ
も
そ
も
何
で
毎
朝
こ
ん
な
こ


　
　
と
し
て
る
の
？
」


　
　
洋
子
、
少
し
止
ま
っ
て
暗
く
な
っ
て
、


洋
子
「
ち
ょ
う
ど
一
年
前
、
私
の
主
人
が
亡
く
な
っ


　
　
た
の
」


　
　
大
和
、
少
し
真
剣
な
表
情
に
な
る
。


洋
子
「
お
父
さ
ん
と
は
お
見
合
い
で
結
婚
し
た
ん
だ


　
　
け
ど
、
本
当
に
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
い
な
人
で
さ
、


　
　
い
つ
も
失
敗
ば
っ
か
り
」


　
　
洋
子
、
少
し
嬉
し
そ
う
な
顔
を
し
て
い
る
。


洋
子
「
そ
の
度
に
、
い
つ
も
私
が
怒
っ
て
た
。
そ
の


　
　
日
も
お
父
さ
ん
が
花
瓶
割
っ
ち
ゃ
っ
て
さ
、
私


　
　
の
お
気
に
入
り
の
花
瓶
だ
っ
た
か
ら
い
つ
も
よ


　
　
り
も
キ
ツ
く
怒
っ
た
の
。
そ
れ
が
最
後
だ
っ
た
」


　
　
大
和
、
真
剣
に
話
を
聞
い
て
い
る
。


洋
子
「
後
で
考
え
れ
ば
、
水
を
変
え
よ
う
と
し
て
く


　
　
れ
た
だ
け
な
の
に
。
も
っ
と
褒
め
て
や
れ
ば
良


　
　
か
っ
た
っ
て
い
つ
も
思
う
の
。
も
う
お
父
さ
ん


　
　
は
褒
め
て
あ
げ
ら
れ
な
い
け
ど
、
こ
こ
に
い
れ


　
　
ば
み
ん
な
を
褒
め
て
や
れ
る
。
だ
か
ら
、
毎
朝


　
　
こ
こ
に
来
る
の
さ
」


　
　
洋
子
、
化
粧
で
黒
く
な
っ
た
涙
を
流
し
て
い
る
。


○
　
同
・
２
年
５
組
教
室
（
朝
）


　
　
亮
太
、
入
っ
て
来
る
と
、
大
和
、
一
人
で
座
っ


　
　
て
い
る
。


亮
太
「
今
日
は
早
い
な
」


大
和
「
さ
っ
き
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
き
た
」


亮
太
「
マ
ジ
か
！
　
で
、
ど
う
だ
っ
た
？
」


大
和
「
俺…

全
部
間
違
え
て
た
」
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